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経営をデザインする
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検討結果の要点

 これまでの価値を生み出す仕組み（価値創造メカニズム）を把握し、ニーズやウォンツに
訴求できるこれからのメカニズムを構想する、すなわち「経営をデザインする」ことが重要

 知財は、価値創造メカニズムに組み込まれることで価値の創出に貢献することになるた
め、その価値の評価は、ビジネスにおいて果たす役割の把握を通じて行う

企業理念／事業コンセプト （新しいビジネスの拠り所となるもの）

「経営のデザイン」

これからの「価値創造メカニズム」への
移行のための戦略

これからの
外部環境

これまでの
「価値創造メカニズム」

これまでの
外部環境

これからの
「価値創造メカニズム」

価値創造メカニズム

主要な資源
（内部資源・外部資源）

知財
ビジネスモデル

知財 提供する価値
（社会的価値・経済的価値）
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「知財のビジネス価値」の評価
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事業のビジョン、事業コンセプト、事業が
解決しようとする社会的課題、事業目標、
KPI等

事業概要 経営方針との関係

「これから」の姿への移行のための戦略
解決策

・必要な資源をどのように調達するか
・どのように「これから」の姿に移行させるか

外部環境
＋要素 －要素

こ
れ
ま
で

こ
れ
か
ら

必要な資源

知財
移行のための課題

事業のビジョン、事業コンセプト、事業が
取り組む社会的課題、事業目標、KPI等

事業概要 経営方針との関係

市場予測

経営デザインシート（事業用）

提供する価値

提供先から得るもの

収益の仕組み
資源をどのように用いて
価値を生み出すか

知財の果たす役割

資源 ビジネスモデル 価値

どんな相手と組んで

提供先
（どんな相手に）

何を

提供先へのアクセス法

主要な資源
内部資源

外部調達資源
（誰から）

知財

知財

提供してきた価値

提供先から得てきたもの

事業課題（弱み）
外部環境

＋要素

市場状況

資源 ビジネスモデル 価値

提供先（誰に）

何を

収益の仕組み
資源をどのように用いて
価値を生み出してきたか

知財の果たしてきた役割

誰と組んで

提供先へのアクセス法

主要な資源
内部資源

外部調達資源
（誰から）

知財

知財

－要素
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代表的役割（大分類） 代表的役割（小分類の例） 知財の例

ビジネスの創出 － ビジネスモデル／企業理
念／組織文化・風土

ビジネスモデルの
実現・維持・発展

他者との連携の促進／交渉力の向上／事
業の自由度の確保／市場への新規参入の
切符、模倣排除による競争優位性の確保
／顧客ロイヤルティの強化／戦略や製品
等の企画の素材／製品・サービスの付加
価値の向上／オープン化による市場の拡
大

知財権（特許、意匠、商標、
著作権、営業秘密）／ノウ
ハウ／データ／技術標準
／ライセンス契約／ルー
ル／企業理念／組織文
化・風土

直接的収益の確保 ライセンス収入／売却収入／価格優位性
の確保／コスト優位性の確保

知財権／データ／技術認
証／ライセンス契約

外部からの評価・
信頼の獲得・向上

対外認知の獲得／実現可能性の向上／将
来性の認知

知財権／企業理念／組
織文化・風土

従業員の
モチベーション向上

自信の獲得／愛社精神の向上／貢献欲・
名誉欲の充足

知財権／企業理念／組
織文化・風土
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経営デザインシートの活用が想定される場面
 自社・対象企業のビジネスにおいて、知財（技術・ノウハウを含む）が果たしている役割を認識したい
 新規事業の構想や事業承継の検討をしている
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①価値創造メカニズムの見える化とそれを活かした組織経営

組織がディマンド・サイドに訴求する新たな価値（社会的価値や
金銭的価値）を持続的に創出するメカニズムを構築するため、各
組織が自発的に組織内の価値創造メカニズムを見える化して把
握する取組を促すことによって、組織内での資源配分の最適化、
組織外からの資源調達の多様化・円滑化を図るとともに、新たな
ビジネスモデルの構築のための契機とすることにより、我が国企
業等の価値創造能力と国際競争力を高める。
 有形な資源より無形な資源のウェイトが相対的に増している

ことや、知的資産の共有・共働の仕組みが拡大していくこと
が想定されていることに鑑み、経営層のリーダーシップのも
とに価値創造メカニズムの見える化を進めるにあたり、知的
資産の果たす役割を明らかにする取組を普及・浸透させる。

 金融機関が融資や投資に際して行う事業性評価や、統合報
告等の企業情報の既存の見える化の取組において、組織内
外の人材を活用し、知的資産を含む価値創造メカニズムの
見える化をした結果が活用されるようにする。

知的財産戦略ビジョン
～「価値デザイン社会」を目指して～ (抜粋)

第５．将来の「仕組み」に向けて今後の検討が必要な課題

２．具体的なシステムの例

（１）脱平均で価値を生みだすチャレンジをする人材・組織の
育成・集積と彼らが力を発揮してイノベーションを生みやす
い場の提供

２．「知的財産推進計画2018」重点事項

（１）これからの時代に対応した人材・ビジネスを育てる

知的財産推進計画２０１８ (抜粋)

① 知財のビジネス上の価値評価

③ 地方・中小企業・農業分野の知財戦略強化支援

・知財総合支援窓口の、支援担当者の増員、弁理士・弁護士等専門
家の活用、直接訪問による支援、中小企業支援機関との連携等に
より相談体制の強化を図るとともに、ビジネス・知財総合支援の強
化に向けて経営デザインシート等の活用方策についても検討する。

・金融機関による企業の事業性評価における知財活用を促進するた
め、「知財ビジネス評価書」について、利用者たる金融機関の意見
も踏まえつつ使いやすくするなど、その作成支援を強化するととも
に、中小企業知財金融支援策の一層の充実に向けて、今後の在り
方について検討を行う。また、知財のビジネス価値評価検討タスク
フォースの考え方が普及されるよう促し、それらの状況に基づいて
経営デザインシートの見直し等の必要な検討を行う。

・知的資産経営報告書、統合報告、ローカルベンチマーク等コミュニ
ケーションツールを普及する際に知財のビジネス価値評価検討タ
スクフォースの考え方を広めていくとともに、金融機関が行ってい
る事業性評価の取組においてもその考え方が導入されるよう促し、
それらの状況に基づいて経営デザインシートの見直し等の必要な
検討を行う。

「経営デザインシート」（平成30年５月９日知的財産戦略本部）等の普及、投資家向けの報告書や金融機関による事業性評価等での活
用促進を通じて、企業が知財の価値を評価しつつ将来のビジネスを構想する取組を推進する。

４．知的財産・標準化戦略

未来投資戦略２０１８ (抜粋)

Ⅱ．経済構造革新への基盤づくり

（３）新たに講ずべき具体的施策
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［参考］検討体制（2017-2018）



内閣府
知的財産戦略推進事務局

［参考］仮想事例
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【URL】 http://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/keiei_design/index.html

【QRコード】

■首相官邸ＨＰ
＞ 知的財産戦略本部 ＞経営をデザインする（知財のビジネス価値評価）
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